
私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

未来に広げる
ココトモファームが取り組む農福連携×6次産業

（資料９）
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株式会社ココトモファーム

• 愛知県犬山市の認定農業者
• 米の生産、販売
• 自家製米粉100%グルテンフリーの
バウムクーヘン製造、販売
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・放課後等デイサービス

アウトドア活動
農作業体験
職業体験

・就労継続支援B型事業所

農地の活用
生産活動
販売、イベント

障がい福祉施設との連携で『農業』と『福祉』をつなげる

米の生産・加工・販売
（農業の6次産業化）

相互交流

農福連携の体系図

ステップアップ
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●経営理念● ココでトモだちになろう

●ビジョン● 誰ひとり取り残さない居場所を創る

●人事理念● ワクワクが人を成長させる

ココトモファーム理念体系

4



ココトモファームを創業した理由
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ココトモの支援について

「支援」は誰のために、何のために必要か。
⇒本人が少しでも暮らしやすくなるために。穏やかに暮らせるように。

本人が“みんなと同じ”になるためではない
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社会での居場所の問題

全国の放課後等デイサービスに通う子どもたちの数は令和４年時点で約30万人

文部科学省は2022年12月13日、通常の学級に在籍する小中学生の8.8%に
学習面または行動面で著しい困難があるという調査結果を発表

出典：厚生労働省（障害福祉サービス等の利用状況）
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きっかけは農福連携推進フォーラムへの参加

農業と福祉を連携させて
居場所をつくる！
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「農福連携型」施設に取り組んだ当初の問題点

・農作物の栽培に人手がかかる（職員の負担増）

・農作物を栽培しても収益性が低く採算が合わない（施設の経費増）

・将来的に農業で働きたいというニーズが無かった（就労準備型の方が人気）

担い手が不足する農業と障がい者雇用をつなげることが困難だった
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ココトモファームの農福連携

農
業

福
祉

商
業

工
業
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3次産業（商業） 2次産業（工業）

1次産業（農業）

障害者にとって農業の意味するところ
【障害特性と農作業の関係】
・身体障害 判断能力は高く、作業管理で能力を発揮する
・知的障害 体力を必要とする作業を行える、単純な作業でも集中力

を持続できる
・精神障害 精神面のプラスになる、判断能力は高い
・発達障害 こだわりを活かした点検、細かい作業が得意な人もいる

米粉のバウムクーヘン

ココトモファームの6次産業化イメージ

生米粉

農産物の6次産業化による
多様性のある雇用の創出

一人ひとりの特性に合わせた居場所を創る
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1次産業（農業）米の生産・農業体験

愛知県犬山市に 約36,000坪の田んぼ

農業用ドローン

農業体験12



低温貯蔵により新鮮な状態で保存した犬山産のお米を自家製粉し、100％米粉のグルテンフリーバウムを焼成。
水分を含んだ日持ちのしない米粉「生米粉」を挽きたての状態で使う事で、しっとり・もっちりの食感を楽しめるバウムクーヘンにします。

玄米・白米のバウムクーヘン

２次産業（工業）ココトモバウム
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外観イメージ

犬山市シルバー人材センターとのコラボレーションによる、老人福祉×農業の農福連携店舗

３次産業（商業）ココトモファーム犬山城下町プラザ店
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岐阜県の中電ウイング＆愛知県のココトモファームのコラボレーションによる農福商工連携

地域外農福商工連携 農福連携全国フォーラム2023inぎふ
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障がい福祉施設との連携で『農業』と『福祉』をつなげる
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農福連携 障がい福祉施設
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ココトモの田んぼ

ココトモの森

農業倉庫

果樹園予定地

食用桜園

ココトモファームの農場

団体駐車場

休憩所兼
作業所

就労継続支援B型事業所 ココトモワークス
放課後等デイサービス ココトモワークスジュニア

　　入鹿池18



一人ひとりの個性や長所を伸ばすための３つのステップ

人に必要にされること、人の役に立つこと、人に褒められること

一番大切なのは居場所づくり
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事業内容

農作業

仕事で地域と繋がる「居場所」創り

自然とコミュニケーションが生まれ、やりがいや利用者様同士のつながり、
ココトモファーム農業スタッフとのつながりも

農作業 準備・片付け 調理

生産活動について
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事業内容

農作業 農作業 準備・片付け 調理

仕事で地域と繋がる「居場所」創り

ココトモファームの農業スタッフ
と一緒に農業を学んだり
外部企業様と一緒におこなったお
米の収穫作業を通して地域とつな
がっています

生産活動について
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事業内容

農作業 農作業 準備・片付け 調理

仕事で地域と繋がる「居場所」創り

自分たちでつくる野菜を意見出し、
調べながら計画を立てて
種の購入から栽培していきます。
たまねぎ・大根・ズッキーニ・白菜などをつ
くって漬物や豚汁を作ったりしました。
将来的にはマルシェやライスバーガーの具材
にしたりワークスジュニアとも合同で農作業
イベントとして仕事や地域とのつながりを。

生産活動について
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事業内容

秋祭りへ参加し、神輿参加の子どもたちへ
試食のプレゼント渡し

地域連携

仕事で地域と繋がる「居場所」創り生産活動について
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事業内容

外部の方と利用者様の繋がり・自信に繋げる生産活動について

ココトモファーム見学ツアー
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事業内容

保護者様・インターン生
からの感謝の手紙

利用者様のご家族とも繋ぐ「居場所」創り

一人ひとり活動を通して
やりがいや自信、誇り
協力や感謝しあえる
そんな「居場所創り」を
大切に支援しております。

生産活動について
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農福連携への取り組みが地域創生につながる

農家

放課後等デイサービス
就労継続支援B型事業所
障がい者グループホーム

・放課後等デイサービス

自然の中で
様々な活動

農作業

・就労継続支援B型事業所

・障がい者グループホーム
自立支援をするための居場所

施設外就労による作業の提供
就農者の確保

就業 支援

子どもたちとの交流

農業スキル
の取得 空家活用
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ココでトモだちになろう

いろいろな色
いろいろな大きさ
いろいろなカタチ

最後に

人と違うことは素晴らしい
違っているからこそお互いを支え合える
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ご清聴ありがとうございました。
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